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私達は、下記のように人を対象とする生命科学・医学研究を実施しております。本研究は京都大

学大学院医学研究科・医学部及び医学部附属病院 医の倫理委員会の審査を受け、研究機関の

長の許可を受けて、仮名化された形でデータ収集を行っております。しかし、患者さんがご自分の

試料・情報を使用して欲しくない場合は、これを拒否することも可能です。 

本研究は「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」に基づいております。 

 

1. 研究の名称  

「がん遺伝子パネル検査における注釈自動化に関する研究」 

 

2. 研究の対象  

2015年 1月 1日から 2022年 3月 31日までに京都大学医学部附属病院でがん遺伝子

パネル検査を受けた患者さんが対象となります。 

 

3. 研究の目的・方法  

当院で行われたがん遺伝子パネル検査のデータを用いて、パネル検査の注釈を自動

化するシステムの開発を行います。研究開発は株式会社テンク―との共同研究で実施

されます。検査結果は個人が特定されないように仮名化されたデータのみで注釈システ

ムの検証に使用されます。 

病歴や治療歴、副作用の発生状況といった情報は使用する可能性があります。患者さ

んからのご希望があれば、その方の臨床データは研究に利用しないように配慮いたしま

すが、すでに解析、公表された結果（集計情報、統計、機械学習モデル、生成された仮

説など）から特定の患者さんの情報のみを削除することはできないことがあります。 

 

4. 研究期間    

研究機関の長の実施許可日より 5年間 

 

5. 研究組織  

研究責任者 

京都大学医学部附属病院 腫瘍内科 武藤学 



 

京都大学における研究組織 

京都大学医学部附属病院 腫瘍内科 

京都大学 大学院医学研究科 リアルワールドデータ研究開発講座 

 

共同研究機関 

 株式会社テンクー 

 

共同研究機関における研究責任者 

株式会社テンクー 代表取締役社長 西村 邦裕 

 

  

6. 利用または提供する試料・情報 

本研究では新規試料の採取はございません。がん遺伝子パネル検査の結果及び癌診

療情報を研究に使用します。他の機関への試料・情報の提供予定はございません。 

 

７． 研究資金・利益相反について 

この研究は株式会社テンク―との共同研究費を用いて実施されます。利益相反につい

ては、「京都大学利益相反ポリシー」「京都大学利益相反マネジメント規程」に従い、「京

都大学利益相反審査委員会」において適切に審査をしています。 

 

8. 問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。ご希

望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先まで

お申出ください。この場合も患者さんに不利益が生じることはありません。 

＜本学における研究責任者＞ 

〒606-8436 京都市左京区聖護院川原町54 

京都大学医学部附属病院  腫瘍内科 教授 武藤 学 

TEL: 075-751-4349 

 

＜本学における相談窓口＞ 



〒606-8436 京都市左京区聖護院川原町54 

 京都大学医学部附属病院 臨床研究相談窓口 

(Tel) 075-751-4748 

(E-mail) ctsodan@kuhp.kyoto-u.ac.jp 

 

 

                                 


